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佐渡島におけるイワヨモギ(キク科)の帰化

島野光司*,1 ･清水理恵*

Naturalized Artemisia iwayomogi (Compositae) in Sado Island, Niigata, Japan. Koji SHIMANO

and Rie SHIMIZU (Faculty of Science, Shinshu University. Matsumoto 390-8621, Japan. 1)E-mail :

shimano@shinshu-u.ac.jp). Bulletin of the Institute of Nature Education in Shlia Heights, Shinshu
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We found an invasion of an endangered species, Artemisia iwayomogi, in Sado Island, Niigata

prefecture, Japan. The site is located along the "Jigokudani line" forest rood, at the edge of a planted

pine forest. Many studies pointed out the naturalization of this species with greening of roadside

slopes. In many case, the A. iwayomogi wasintroduced from foreign countries. Natural A. iwayomogi

grows in an herb community on seaside cliffs in Hokkaido Island, In Sado Island, there was no natural

distribution of A. iu)ayomogi, but we found some herb communities on seaside cliffs in Sado Island like

Hokkaido. Then we are afraid of an invasion of A. iwayomogi to the natural herb community on

seaside cliffs. The herb communities in Hokkaido and Sado islands are very similar with species

composition. "The plants of Sado Island (Homma 2002)", which is a completeflora in Sado Island,

didn't include the distribution of A. iu)ayomogi, and then we report theinvasion of the species.

2007年8月28日,新潟県佐渡市(佐渡島)でイワ

ヨモギArtemisia iu)ayomogiの帰化を確認したの

で,報告する｡

場所は佐渡市金井の林道地獄谷線の路傍で,周辺

はアカマツPinus densIPoraの植林地であった｡地

獄谷線は, 1992年から工事が行われ, 2008年に全開

通する林道で,佐渡の北側に位置する大佐渡山脈の

標高360-560mの位置にある｡

北村ら(1957),北村(1981)によればイワヨモ

ギは北海道,南千島,樺太,朝鮮半島,満州地方に

分布し,環境省によって絶滅危倶ⅠⅠ類に指定されて

いる(環境庁自然保護局野生生物課2002)｡しかし

ながら,近年,法面緑化による外来産のイワヨモギ

が国内に帰化している実態が指摘されており, ｢長

野県植物誌｣でも長野県内で隔離分布するイワヨモ

ギはこうした緑化による帰化であろうとされている

(長野県植物誌編纂委員会1997)｡神奈川県愛甲郡

清川村で発見されたイワヨモギも法面緑化の際に牧

草に混じって偶生したと考えられている(大場

1988)｡今回イワヨモギが生育していた法面には,

ヒメヤシヤブシAlnus pendula,ヨモギArtemisia

Princeps,ヌルデRhus jauanica var. roxbuyghii,

ススキMiscanthus sinensis,メド-ギLespedeza

juncea var. subsessilis,マルバ-ギLesPedeza
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cyrtobot7yaなどが生育していたが,これらは緑化

施工を行う際に用いられる典型的な植物種である

(佐々木2002)｡また対岸の新潟県村上市岩船港で

使用した植生マットにヨモギの他に,イワヨモギ,

ヒメ　ヨモギArtemisia feddei,カ　ワラ　ヨモギ

Artemisia capillaries及び-イイロヨモギArtemis-

ia sieversianaが混入していたことが報告されてい

る(国土交通省港湾局　2006)｡こうしたことから,

今回我々が確認した佐渡のイワヨモギもこうした帰

化晶である可能性が高いだろう｡

環境庁自然保護局野生生物課(2002)では,北海

追,長野,岐阜の分布に加え,新潟,岡山,愛媛,

大分各県の法面で工事にともなう移入があることが

指摘されている｡その他,広島(中田ら1995;広島

大学理学部附属宮島自然植物実験所･比婆科学教育

振興会1997),大阪(桑島1990),徳島(中田ら

1995),富山(中田ら1995)などで分布が確認され

ている｡初島(2004)は九州のイワヨモギについて,

上記大分に加え,佐賀,熊本,宮崎,鹿児島に帰化

していることを記し,太刀掛･中村(2007)も複数

の文献をレビューし,上記以外に宮城,栃木,千葉,

香川の各県に帰化していることを取りまとめている｡

ことから,自生地の北海道を除く,都合18府県で帰

化と推定されるイワヨモギが確認きたことになる｡

全国各地の地域植物誌を精査すればこうした帰化は

さらに多いことも考えられる｡



12 島野光司･清水理恵

北海道で自生するイワヨモギは北海道の海岸断崖

地草本植物群落に生育するが,筆者らは佐渡で帰化

したイワヨモギが,佐渡島北西部の海岸断崖地草本

植物群落に分布を広げることを危倶する｡北海道の

日本海岸にイワヨモギが生育する群落は植物社会学

的にはススキクラスMiscanthetea sinensis (Miy-

awaki et Ohba 1970),キリンソウーオオウシノケ

グサオーダーSedo kamtschatici-Festucetalia ru-

brae (Nakanishi 1980), -ゾノカワラナデシコー

ホロマンノコゴリ　ソウ群団Diantho superbi-

Achilleion angustifoliae (Nakanishi 1980)に属す

るイワヨモギー-ゾヤマルリト　ラノオ群集

Artemisio iwayomogi - Veronicetum miyabei

(Nakanishi 1980)とされている(鈴木1988)｡

我々は佐渡島北西部の日本海に面する海岸植生を

調べ,土壌の発達する崖地にはカシワQuercus

dentate林が成立し,土壌をともなわない崖地に断

崖地草本植物群落が分布し,こうした立地にアオツ

ゾラフジCocculus trilobus,アキノキリンソウ

Solidqo viygaurea subsp. asiatica,ウシノケグサ

Festuca ouina, -チゴトラノオPseudolyslmaChion

kiusianum subsp. maritimum var. maritimum, *

ニヤブソテツCyrtomium falcatum,キ1)ソソウ

Sedum aizon var. Poribundum,シバZoysia japon-

ica,スカシユリLillum maculatum,ススキ,ツ

リガネニンジンAdenophwa trip匂′lla var. j'aponica,

ナワシロイチゴRubus yoshinoi,ノイバラRosa

multljiwa, -マポッスL,ysimachia mauritiana,

-クソカズラPaederia scandens,メド/､ギ,ヨモ

ギ等が分布することを確認した｡これらは全て,鈴

木(1985)で中部地方の日本海沿岸に分布すると報

告されているノ､マアオスゲー-チゴトラノオ群集

Carici - Veronicetum maritimae (Nakanishi

1980)に分布するもので,我々が調査した群落もこ

の群集に相当すると考えられる｡この群集はイブキ

ボウフウ群団Seselion japonicae (Nakanishi

1980)に属するものの,それ以上の上級単位はイワ

ヨモギー-ゾヤマルリトラノオ群集と同じである｡

両群集ともオトコヨモギ,アオツゾラフジ,オオウ

シノケグサFestuca rubra,ススキ,キリンソウ,

アキノキリ　ンソウ,アキカラマツThalict7mm

minus uar. hyt･oleucumなどを含んでいる｡また,

変種関係のカワラナデシコDianthus superbus ∀ar_

longicalycinus (中部)と-ゾカワラナデシコ

Dianthus superbus ∀ar. suberbus (北海道), -チゴ

トラノオ(中部)と-ゾヤマル1)トラノオ(北海

道) Pseudolysimachion Kiusianum subsp. mかabei

∀ar. mtyabe (鈴木1988の日本植生誌北海道では-

ゾル1)トラノオVeyvnica miyabeiとなっている),

亜種関係のスカシユリLilium maculatum (中部)

と-ゾスカシ- l) Lilium maculatum subsp.

dauricum (北海道))がそれぞれの地方に生育し,

植生的に見ると同じキリンソウーオオウシノケグサ

オーダーのもとで地理的分布の異なる種からなる,

同様の生態的地位を占める群集を表していると考え

ることができる｡したがって,佐渡島で確認された

イワヨモギの帰化が,佐渡島で見られるイワヨモギ

本来の生育地に相当する立地に侵入,定着してしま

う可能性がある｡これは,すでに報告されている神

奈川県や長野県,大阪府などとは異なる,憂慮すべ

き事態である｡

今回のイワヨモギの帰化が確認された林道は大佐

渡山脈をまたぐ林道につながっており,海岸断崖地

草本植物群落が分布する佐渡北西部の道路,海岸に

通ずる｡在来の北海道産のイワヨモギが絶滅危倶ⅠⅠ

類に分類されることから,佐渡の海岸断崖地草本植

生に生育地を広げた場合,今後詳細な調査が進むべ

き佐渡の植生体系に混乱をきたし,また大きく分布

を広げていってしまう危険性がある｡

複数の文献をレビューし,佐渡島に生育する植物

を網羅した本間(2002)の｢佐渡島の植物(羊歯･

種子植物)｣にはイワヨモギの記載がないため,こ

こに本種の佐渡島への帰化を報告する｡このイワヨ

モギの標本は信州大学植物標本庫(SHIN)に収め

てある(標本番号68719)｡なお, /＼マアオスゲー-

チゴトラノオ群集の組成表に出てくるタイトゴメほ

日本海側では奥丹後半島以西に分布するとされるた

め(林1989),これが我々も佐渡の同崖地植生で確

認したメノマンネソグサSedum umjlorum subsp.

japonicumである可能性があることを申し添えるo
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